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調査番号 県名 市町村名 その（２９） 茨城県 鹿嶋市 

１．被害の状況等 

(1) 被災前の人口（H22.10.1） (4) 浸水被害状況図 

 総人口 66,093 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢階級別人口 

項目 0-14 歳 15-64 歳 65 歳以上

人口 9,079 41,907 15,107

比率 13.74% 63.41% 22.86%

(2) 人的被害の状況（H23.12.31） 

死者 1 

行方不明者 0 

(3) 都市計画等の状況 

都市計画区域 一部都計 

市街化区域 有 

用途地域 有 

（5） 建物等被災の状況  ※割合は行政区域等の各区域に示す割合 

全壊区域 半壊区域 一部損壊区域 総面積 
区 域 流出棟数

(ha) 面積(ha) 割合(%) 面積(ha) 割合(%) 面積(ha) 割合(%) 

行政区域 10,597.00 - - 78.08 0.74% 205.55 1.94% 0

都市計画区域 9,974.00 - - 78.08 0.78% 205.55 2.06% 0

用途地域 2,355.00 - - 43.06 1.84% 43.81 1.87% 0

２．復興計画の策定状況 

（１） 復興計画等の策定状況 

 名称 策定年月日 委員会 ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ

復興計画 － － 鹿嶋市震災復興計画 平成 24 年 3月(予定)

その他の方針・計画 － － － － 

（２）復興計画の策定方法等での特質（住民参加・大学との連携等・方向性の変更等） 

・筑波大学との間に「震災復興に向けた連携及び協力に関する協定」を締結（H24.2.27） 
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３．復興計画の概要（市町村全体） 

（１） 整備の基本的な考え方 （２） 整備にあたっての基本的な方針 （３）復旧構想図（市町村全体対象） 

１ 都市構造の方針  

・「災害に強いまちづくり」の視点による、都市基盤

等の復旧の迅速かつ計画的な実施 

・今回の震災を教訓とした、予防対策、応急対策、復

旧対策などを含む災害時の対応が迅速かつ着実に

実施できるまちづくりを目指す 

 

２ 津波への対応 

・茨城県において、浸水想定区域の見直し（Ｌ１、Ｌ

２の設定を含む）を検討中。 

・今次津波の浸水実績を踏まえ、避難安全対策等を検

討。 

海岸堤防 
整備方針 

・検討中 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川堤防 
整備方針 

・検討中 

2 線堤等 
の方針 
（含む緑地） 

― 

市街地整備 
の方針 

・被災した幹線道路、生活道路の本格復旧 

・海岸線一帯等の減災対策や避難路の明確化・整

備 

交通体系 
の方針 

・防災拠点へのアクセスおよび物流経路の多重化

・国・県・市道の幹線道路の耐震化及び相互接続

避難体系 
の方針 

・鹿嶋市地域防災計画の見直しの中での、津波避

難施設の機能強化や避難路の整備など、津波防

災・減災に対する取り組みの強化 

・災害に備えた防災体制の強化、及び情報伝達手

段の再構築 

産業地域 
の復旧方針 

・鹿島港・漁港における港湾施設機能の回復、外

港地区公共埠頭の早期供用と防災機能強化 

・被災した水産共同施設の復旧 

地区別の方針の概要 

― 

（※個別地区検討なし） 

地区名 復興の基本的な考え方 

― ― 

■津波浸水実績範囲 【土地利用方針】 

（鹿嶋市都市計画マスタープランより）

■被害状況写真 
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